
視視能能訓訓練練士士国国家家試試験験出出題題基基準準のの作作成成ににつついいてて  

 

１．経緯 

 現行の平成３１年版出題基準は平成２８年１０月より検討を行いとりまとめられ

たものである。 

前回の出題基準作成から８年以上が経過し、現行の教育及び医療水準を踏まえた

改定を行うため、令和６年１１月、視能訓練士国家試験出題基準改定検討会を設置

し、今般、改善に関する基本的な方向性についてとりまとめた。 

なお、「必修問題（仮称）」の導入については、一定の合格率を確保するための作

問が困難であるなどの懸念があるため、当面の間は、導入を見送る必要があるとい

う結論にいたった。 

今般とりまとめた出題基準は、令和９年（第５７回）の視能訓練士国家試験から

適用する。 
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３．会議開催状況 

 第１回 令和６年１１月２９日(金) 

 第２回 令和７年 １月２４日(金) 

 第３回 令和７年 ３月 ７日(金) 
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